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新進堂印刷

市の人□

1月1日現在）

40，945世帯

79ｆｆｉ：帯増

140，382人

70，904人

69，478人

279人増

世帯数

前月比

口
男
女
比

月
人
前

ノレ

積

－

面

キロ

い
敵
意
を
衷
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

な
遺
産
を
受
け
つ
い
で
、
十
囚

治
市
民
の
吻
居
を
守
る
た
め
、
・

つ．・．

部
改
正
と
一
般
会
叶
頬
乖
禽
第
五
号

の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
決
に
つ
い
て
、
全
会

一
致
で
承
認
を
し
ま
し
た
。

主
な
予
定
議
案

な
お
、
今
定
例
会
に
提
出
す
る
予
定

議
案
の
う
ち
、
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
一
股
会
計
お
よ
ぴ
農
業
共
済
、
交
通

災
害
共
済
、
国
民
健
康
保
険
、
公
共

下
水
道
、
水
道
の
各
事
業
輦
乖
命

▽
大
開
小
、
平
盛
小
、
用
宇
治
中
の
各

校
舎
に
つ
い
て
の
財
産
取
得

▽
山
岸
愛
お
よ
ぴ
坂
野
彰
一
両
奨
学
基

金
条
例
の
制
定

▽
育
児
休
業
に
係
る
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

▽
宇
治
市
廃
棄
物
処
理
お
よ
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
宇
治
市
あ
き
地
の
雑
草
等
の
除
去
に

関
す
る
条
例
（
草
刈
り
条
例
）
の
Ｉ

部
改
正

京
都
府
民
の
皆
様
、
新
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当
り
、

皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。
私
も
皆
様
と
と
も
に
、
二
十
七

回
の
新
春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
－
ｗ
心
か
ら
よ
ろ
こ
ぴ
、
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
。
い

く
ら
永
ぐ
勁
め
て

も
、
一
向
に
お

役
に
立
た
ぬ
こ
と

を
自
分
な
が
ら
残

念
に
思
っ
て
い
ま

す
。も

っ
と
も
新
憲

法
の
も
と
で
、
地

方
自
治
体
も
三
十

二
年
の
歳
月
の
間

に
進
歩
と
発
展
を

と
げ
て
参
り
ま
し

た
が
、
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
形
式
だ

け
が
自
治
体
で
あ

っ
て
、
新
憲
法
が

期
待
し
た
よ
う
な

民
主
主
義
に
徹
し

た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
昭

和
二
十
五
年
に
知

事
と
し
て
選
ば
れ

た
と
き
、
「
自
治

体
と
い
う
の
は
、

住
民
自
身
が
自
分

た
ち
の
暮
ら
し
を

自
分
た
ち
で
守
る

た
め
に
自
分
た
ち

で
つ
く
る
組
紐
で

あ
る
」
と
申
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、

憲
法
を
最
高
法
規

と
し
て
法
律
、
条

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
も
の
ご
と
は
思
う
よ
う

に
行
ぐ
も
の
で
は
な
く
、
知
事
と
し

て
は
、
老
人
の
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
な

も
の
で
、
首
ば
か
り
前
に
出
て
足
が

つ
い
て
ゆ
か
な
い
こ
と
を
自
分
な
が

ら
遺
憾
に
思
い
、
ア
セ
ジ
さ
え
感

・
じ
て
い
る
次
第
で

憲法を暮らしの中に生かし

地方自治にまい進

例
、
規
則
に
基
づ
き
、
み
ん
な
が
心

か
ら
手
を
つ
な
い
で
、
ど
の
組
餓
を

運
営
し
て
ゆ
く
の
が
「
地
方
自
治
」

だ
と
い
う
考
え
方
に
従
い
、
皆
様
と

と
も
に
、
「
憲
法
を
暮
ら
し
の
中
に

生
か
そ
う
」
と
は
げ
ま
し
合
っ
て
参

蜷川虎三京都府知事

す
。
し
か
し
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
府
民
の
多
く
の

方
々
が
私
に
協
力

し
支
援
し
て
下
さ

い
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
ま
で
来
た
の

で
す
。
’

こ
こ
に
、
皆
様

の
ご
理
解
に
対
し

深
ぐ
‥
御
礼
を
申

し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
が
申
し

ま
し
た
よ
う
に
「

百
里
を
行
ぐ
者
は

九
十
里
を
そ
の
な

か
ぱ
と
す
る
」
と

い
う
気
持
で
努
力

邁
進
す
る
気
持
で

お
り
ま
す
。

た
だ
、
お
た
が

い
に
考
え
ね
ぱ
な

ら
な
い
こ
と
は
、

世
の
中
の
動
き
が

は
げ
し
い
こ
と
、

し
か
も
昨
年
の
よ

う
に
暗
い
イ
ヤ
な

世
の
中
か
ら
な
か

な
か
抜
け
切
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で

す
。
正
月
早
々
面

白
く
な
い
話
は
さ

け
ま
す
が
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
「

相
変
わ
ら
ず
」
と
い
う
代
り
に
「
相

変
り
ま
し
て
」
と
い
う
こ
と
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
っ
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

451

『住民本位の行政を推進』

12月市議会定例会が開会中

島田市長が就任のあいさつ

1 2
月
定
例
会

の
動
き

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
宇
治
市
議

意
両
会
は
、
十
二
月
二
十
五
日
に

招
集
さ
れ
、
会
期
を
一
月
二
十
九
日

ま
で
の
三
十
六
日
間
と
決
め
た
あ
と

二
つ
の
専
決
承
認
案
件
を
承
認
。
建

殷
お
よ
ぴ
経
済
水
辺
常
任
委
員
会
に

分
割
付
託
さ
れ
て
い
た
「
道
路
改
修

舗
装
、
側
溝
排
水
路
整
備
ｊ
§
窺

制
に
関
す
る
晴
願
」
の
う
ち
、
道
路

の
終
日
一
方
通
行
に
関
す
る
部
分
に

つ
い
て
取
り
下
げ
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
要
望
書
受
理
報
告
、

専
決
報
告
が
あ
り
、
こ
の
日
は
散
会

昭
和
五
十
二
年
に
越
年
し
ま
し
た
。

「
住
民
の
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
行
政
を
進
め
る
た
め
、
全
力
を
あ
げ
て
が
ん
ば
り

ま
す
」
－
。

宇
治
市
議
会
は
島
田
正
夫
新
市
長
を
議
場
に
迎
え
て
さ
る
十
二
月
二
十
五
日
に
開
会
。
今

｛
月
二
十
九
日
ま
で
三
十
六
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
二
十
日
、
第
八
代
宇
治

』
会
議
の
冒
頭
、
田
中
清
議
長
の
許
可
を

市
長
に
就
任
し
た
島
田
正
夫
市
長
は
、
得
て
、
次
の
よ
う
に
就
任
の
あ
い

い

っ

Ｉ

十
二
旦
十
吾
開
穴
た
市
議
会
本
ぎ
し
芒
た

一

2 0
日
に
再
開

今
後
の
議
会
日
程
に
つ
い
て
は
、

一
月
二
十
日
が
提
案
説
明
、
二
十
四

日
、
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
三
日

間
が
一
般
貿
問
、
二
十
七
日
、
二
十

八
日
、
二
十
九
日
が
議
案
審
議
に
そ

れ
ぞ
れ
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方

議
会
、
こ
と
に
市
町
村
議
会
は
、
住

民
に
も
っ
と
も
笛
着
し
た
審
議
機
関

で
す
。
財
政
急
迫
の
な
か
で
市
民
生

市民生活をあくまで守りますと決意を述べる島田市長

吊
盾
硲
し
た
重
嬰
な
議
案
が
審
議

さ
れ
る
今
議
会
を
ぜ
ひ
傍
聴
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
傍
聴
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

1 2
月
の
委
員
会
活
動

Λ
建
設
常
任
委
員
会
ｖ

ｏ
十
二
月
二
十
二
日
…
…
鐘
紡
石
塚

児
童
公
園
で
四
歳
の
児
童
が
す
べ

旦
芒
後
頭
部
を
負
傷
し
た
事
故

お
よ
び
金
井
戸
の
タ
イ
ヤ
工
法
地

の
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
市
か

ら
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
跨
線

橋
架
設
に
つ
い
て
の
請
願
審
査
が

行
な
わ
れ
継
続
と
な
り
ま
し
た
。

Ｍ
は
、
さ
る
十
二
月
二
十
一
日
に

鳥
倉
市
長
職
務
代
理
者
か
ら
事
務
の

引
継
ぎ
を
完
了
し
ま
し
た
。
九
月
市

議
会
ま
で
は
、
故
渡
辺
市
長
が
こ
の

席
で
答
弁
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
に
…

・
・
・
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
市
長
就
任

を
禦
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歴
代
の
市
長
さ
ん
や

議
長
さ
ん
、
議
員
さ
ん
の
功
績
に
深

ひ
と
ｙ
じ
に
が
ん
ば
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
、

い
ま
、
宇
治
市
は
、
財
政
危
機
や

清
掃
問
題
な
ど
、
難
問
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
、
民
主
的
に
、
住

本
位
に
行
政
を
進
め
、
こ
れ
ら
の

決
に
ま
い
進
す
る
決
意
で
す
。
‘

ま
た
、
議
今
丘
｀
行
穫
関
が
が

ち
り
と
腕
を
組
み
、
議
会
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
得
て
市
民
生
活
を
守
っ

て
い
き
ま
す
』

こ
の
あ
と
、
田
中
議
長
が
、

『
住
み
よ
い
宇
治
市
建
設
の
た
め
、

議
会
の
意
向
を
十
分
反
映
さ
れ
る
と

と
も
に
民
意
を
尊
重
さ
れ
、
新
し
い

発
想
の
も
と
に
、
山
積
す
る
問
題
の

解
決
に
格
段
の
ご
努
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
』

盗
笛
長
就
任
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
。

こ
の
あ
と
、
福
祉
事
務
所
条
例
の
Ｉ

今
月
末
ま
で
受
け
付
け

詐
年
末
、
島
田
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
］
そ
う
、
②
住
民
参
加
の
民
主
的
自
治
体
一
市
政
の
推
進
を
基
本
方
針
に
市
政
を
運
今
後
、
①
窟
法
を
暮
ら
し
の
中
に
生
か
を
発
展
さ
せ
よ
う
、
③
清
潔
で
明
る
い
一
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
5
1
年
の
委
員
会
活
動

昭
和
五
十
一
年
中
の
委
員
会
の
開

催
状
況
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
活

発
な
委
員
会
錫
糞
洗
映
し
て
昨
年

よ
り
七
回
開
催
回
歎
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
Ｋ
－
Ｖ
－
問
題
を
番
査

し
た
経
済
水
逍
常
任
委
員
会
、
京
滋

バ
イ
パ
ス
対
策
特
別
委
員
会
の
開
催

回
歎
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
の
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
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そ
こ
で
、
こ
れ
事
桶
会
に
新
し
い
市

長
に
望
む
市
民
の
声
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Λ
規
定
Ｖ

①
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

②
原
稿
に
は
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
年

齢
を
明
記
の
こ
と

③
締
め
切
り
は
一
月
三
十
一
日

④
あ
て
先
は
、
宇
治
市
宇
治
琵
1
3
3

宇
治
市
役
所
文
書
広
報
課

＝
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
市
民
の

ご
声
は
、
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
に
す
一

二
重
名
に
、
市
箔
よ
名
侈
こ

二
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
お
知
ら
せ
す
る
Ｉ

1
月
1
5
日

成
人
の
日
の
つ
ど
い

新
市
長
に
望
む
市
民
の
声

議
会
だ
よ
り

一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
宇
治
中
学
校
体
育
館
で
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農
地
課
税
の
減
額

申
告
は
一
月
三
十
一
日
ま
で

市
街
化
区
颯
内
の
Ａ
・
Ｒ
農
地
の
う

ち
、
一
定
の
娶
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
固
定
賢
罠
税

と
都
市
計
国
税
が
減
額
さ
れ
、
一
股
農

地
な
み
の
税
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
定
の
要
件
と
は
、
つ
ね
に
肥
培
哲

理
が
行
わ
れ
、
今
後
と
Ｉ
引
き
続
き
営

農
を
続
け
て
い
く
農
地
で
、
し
か
も
、

①
一
団
の
市
街
化
区
域
内
農
地
（
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
農
地
痴
問
わ
な
い
）
で
、
面

積
が
千
平
万
灯
以
上
の
も
の

②
農
業
生
産
が
今
世
二
年
以
上
継
続
さ

れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

③
千
平
万
灯
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
農
家
が
所
有
す
る
農
地
で
あ
る

こ
と

印
水
稲
、
茶
、
そ
菜
、
花
、
そ
の
他
市

長
が
適
当
と
認
め
た
農
作
物
を
栽
培

し
て
い
る
も
の

で
す
。

該
当
す
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
「
農

地
課
税
審
議
会
」
の
審
議
を
へ
て
認
定

さ
れ
ま
す
と
減
額
対
象
農
地
と
な
り
、

課
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
昨
年
中
に
審
議
会
に
お
い
て

コ
小
認
定
」
が
な
さ
れ
た
人
に
つ
い
て

も
、
新
た
に
前
記
の
要
件
に
該
当
す
る

優
良
農
地
に
つ
い
て
は
再
度
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

認
定
を
受
け
る
に
は
「
里
巳
が
必

妥
で
す
の
で
、
市
役
所
資
産
税
課
へ
一

月
三
十
一
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
昨
年
に
「
認
定
」
を
受
け

ら
れ
て
い
る
人
は
、
申
告
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

小
規
模
農
地
の
申
請
も

小
規
模
農
地
に
つ
い
て
は
市
独
自
の

措
置
と
し
て
「
農
業
奨
励
金
交
付
制
度

」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
一
団
の
市
街
化
区
域
内
の
Ａ
・
Ｂ

農
地
で
、
三
百
平
万
灯
以
上
、
千
平
方

封
未
満
の
優
艮
農
地
を
対
象
に
、
宅
地

並
課
税
額
と
一
般
属
地
韮
課
税
と
の
Ｓ
ｉ

頗
を
奨
励
金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
場
合
も
叔
額
対
象
属
地
の
要

件
で
あ
る
前
記
②
か
ら
印
を
周
だ
し
、

優
良
農
地
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。該

3
1
1
Ｗ
0
農
地
の
所
有
者
は
、
経
済

一
月
三
十
一
日
ま
で
に

認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
る
人
は
申
請
す

る
必
要
は
あ
凹
ま
せ
ん
。

申
告
用
紙
お
よ
ぴ
申
爾
用
紙
は
各
担

当
課
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
お
願
い
し

ま
す
。

新
有
権
者
の

感
想
文
を
募
集

○
内
容
と
テ
ー
マ

新
有
福
者
と
し
て
、
最
近
の
選
挙
や

地
方
自
治
、
国
政
に
つ
い
て
経
験
し

た
り
感
じ
た
こ
と
。
内
容
に
ふ
さ
わ

し
い
テ
・
・
‐
マ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

威
勢
よ
く

茶
の
初
荷

昭
和
五
十
二
年
度
の
保
育
所
入
所

申
請
の
受
け
付
け
が
一
月
十
九
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

入
所
申
爾
が
で
き
る
人
は
、
今
年

の
四
月
一
日
現

保
育
所
の
入
所
申
請 れ

も
母
親
が
家
庭
内
外
で
仕
事
を
し

て
い
る
な
ど
児
童
を
保
育
で
き
な
い

場
合
に
限
り
ま
す
。

受
付
日
と
場
所
は
、
市
政
だ
よ
り

さ
れ
る
万
は
、
一
月
十
七
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
に
現
在
入
所
し
て
い
る

保
育
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昼
間
里
親
制
度
（
個
人
の

家
庭
で
生
後

一
月
十
九
日
か
ら
受
付

保
育
園
と
宇
治
保
育
所
は
生
後
六
週

間
以
上
で
す
が
、
一
月
三
十
一
日
現

在
で
出
生
届
が
出
て
い
る
こ
と
が
必

号
六
歳
未
屑
の
乳
幼
児
で
、
い
ず

○
応
募
資
格

昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
三
十

二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

0
5
募
万
法

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
以
内
に
ま

と
め
、
住
所
、
氏
名
（
フ
ジ
ガ
ナ
）

性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
を
原
稿
の

末
尾
に
記
入
し
、
一
月
三
十
一
日
（

当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
京
都
府
選

挙
管
理
委
員
会
（
〒
六
〇
二
京
都

市
上
京
区
下
立
売
通
新
町
西
入
藪
ノ

内
町
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
し
、

入
選
作
品
は
明
る
い
選
挙
推
進
の
た

め
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お

こ
の
感
想
文
の
募
集
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
媒
体
名
（
新
聞
、
テ
レ

ピ
、
ラ
ジ
オ
、
自
治
体
広
報
紙
名
な

ど
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募

原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
選
挙
管
理
委
貝
会
）

十
二
月
二
十
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
の
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
所
し
て
い
て
、
五

十
二
年
度
も
引
き
続
き
入
所
を
希
望

■
市
民
ス
キ
ー
教
室

レ
ク
ジ
’
Ｉ
シ
’
ン
協
会
で
は
、
次

の
よ
う
に
市
民
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
1
月
2
3
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
…
滋
賀
県
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場

▽
参
加
賢
・
・
・
お
と
な
2
千
2
百
円

中
学
生
以
下
千
8
百
円

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
参
加
費

を
添
え
て
、
1
月
2
0
日
ま
で
に
次
の
と

こ
ろ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員

は
先
着
百
名
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
電
話

○
三
一
四
一
）
◇
永
谷
三
之
丞
＝

六
地
蔵
札
ノ
辻
（
⑩
八
〇
三
五
）

◇
浅
田
昌
三
＝
宇
治
一
番
（
⑩
○
八

五
二
）
◇
飛
田
保
雄
＝
広
野
町
酉

裏
（
○
六
五
六
八
）
◇
長
尾
策
司

＝
小
倉
町
南
涌
（
○
一
九
九
二
）

な
お
、
賃
ス
キ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方

は
別
に
お
と
な
千
5
百
円
、
中
学
生
8

百
円
、
小
学
生
7
百
円
が
そ
れ
ぞ
れ
必

要
で
す
。

（
社
会
教
育
課
）

」
中
央
家
庭
教
育
学
級

「
子
ど
も
の
本
」
を
一
Ｋ
～
”
マ
に
中
央

家
庭
教
育
学
級
が
5
回
に
わ
た
っ
て
開

か
れ
ま
す
。

日
程
や
内
容
は
、
1
月
2
5
日
の
午
前

9
時
3
0
分
か
ら
市
民
会
館
で
準
備
会
を

開
き
、
受
講
さ
れ
る
万
々
と
話
し
合
っ

て
決
め
ま
す
。
な
お
、
準
備
会
に
は
、

今
後
、
講
師
を
さ
れ
る
児
章
文
学
研
究

家
の
菅
野
信
賢
さ
ん
が
出
席
し
ま
す
。

受
講
の
希
望
者
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
1
月
2
4
日
ま
ぶ

六
ヵ
月
以
上
三

歳
未
満
の
乳
児

ｍ
育
）
を
ご

希
望
の
方
も
一
月
二
十
九
日
と
三
十

一
日
に
福
祉
事
悪
所
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

（
保
育
課
）

館
（
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ
お
申
し

■
映
画
の
つ
ど
い

1
月
2
2
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら
、

市
民
会
館
で
開
き
ま
す
。
上
映
作
品
は

①
子
ジ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
の
冒
険
（
カ
ラ

ー
2
1
分
）

②
に
ん
ぎ
ょ
ひ
め
（
カ
ラ
ー
2
0
分
）

③
が
ん
ば
れ
源
太
（
｛
阻
部
分
｝

の
3
本
で
、
入
場
料
は
無
料
で
す
。

童
話
ｍ
材
と
し
た
ア
’
一
メ
ー
ン
’

ン
映
画
と
、
源
太
郎
少
年
を
中
心
と
し

て
東
京
郊
外
の
公
営
ア
バ
ー
ト
Ｐ
Ｖ
Ｓ
Ｉ

ひ
ろ
げ
ら
れ
る
悲
喜
劇
を
、
親
子
お
そ

ろ
い
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

心
公
民
館
）

簡
易
保
険新

加
入
運
動

郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
、
大
正
五
年

に
創
業
し
て
以
来
六
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
、
保
険
の
種
類
は
二
十
六

種
類
に
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
お
預
り
し
て
い

る
資
金
は
、
七
兆
五
千
億
円
に
運
し
、

豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
を
安
心
の

あ
る
暮
ら
し
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
「
明
る
い
暮

ら
し
の
設
計
簡
易
傑
険
新
加
入
運
動
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
郵
便
局
）

題四塑鮭ｅ新春の
京都信用金庫

昭52年巳年あなたのまちで育った顔口禾口

京信の40の店舗は

今年も
それぞれの地域の住民として

活躍いたしまｔｏ

で
は
、
新
し
く
有
権
者
に
な
ら
れ
た
二

十
歳
の
方
か
ら
「
感
想
文
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
ぐ
だ
さ

い
。

不
況
を
吹
き
と
ぱ
し
、
宇
治
の
ま
ち

＊
！
ｉ
Ｓ
Ｋ
づ
け
よ
う
と
、
正
月
の
四
日
、

の
ぼ
り
Ｑ
・
ｍ
な
ぴ
か
せ
て
、
宇
治
荼

が
初
荷
－
。

玉
露
や
せ
ん
茶
な
ど
、
高
級
茶
の
産

地
と
し
て
名
高
い
宇
治
の
ま
ち
に
は
、

い
ま
も
三
十
余
り
の
茶
問
屋
が
軒
を
な

ら
べ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
先
か
ら

ト
ラ
フ
グ
に
積
み
こ
ま
れ
た
お
茶
は
、

か
ぐ
わ
し
い
香
り
を
の
せ
て
、
北
は
北

海
道
か
ら
帛
は
九
州
ま
で
全
国
各
地
に

威
勢
よ
ぐ
送
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

ほぼ横ばい状態

第2回灯油価格調査

宇
治
市
内
の
灯
油
価
格
は
前
月
に
比

ぺ
て
ほ
ぱ
横
ば
い
Ｉ
Ｉ
昨
年
十
二
月
十

五
日
、
宇
治
市
消
賢
生
活
モ
’
一
タ
ー
に

よ
る
『
第
二
回
灯
油
の
価
格
調
査
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
需
要
期
に
入

っ
た
十
一
月
二
十
日
現
在
と
比
較
し
て

店
頭
価
格
の
平
均
が
十
八
μ
あ
た
り
七

一
七
・
〇
円
か
ら
七
一
六
・
七
円
に
、

ま
た
、
配
運
料
込
み
の
宅
配
価
格
が
七

四
七
・
一
円
か
ら
七
四
五
・
｀
二
円
と
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
く
わ
ず
か
値
下
が
り
し
た

の
み
で
、
大
き
な
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

。
し
か
し
、
店
頭
価
格
で
、
ｍ
－
ｍ
が

六
六
〇
円
（
前
回
六
七
〇
円
）
の
店
も

新
た
に
出
現
し
、
最
高
値
も
前
回
の
七

八
〇
円
か
ら
七
五
〇
円
に
下
が
り
、
高

値
と
ｙ
値
の
隔
差
が
的
回
の
一
一
〇
円

か
ら
九
〇
円
と
縮
ま
っ
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
地
域
別
に
み
ま
す
と
、
束

宇
治
地
城
で
は
前
回
と
比
べ
て
は
と
ん

ど
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中

宇
治
地
ｓ
で
は
店
頭
価
格
が
下
が
る
傾

向
に
あ
り
、
西
宇
治
地
域
で
は
逆
に
や

や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
値
上
げ
の
可
能
性

引
き
続
き
価
格
を
調
査

今
回
の
調
査
を
み
る
限
り
で
は
、
灯
一
に
関
心
を
持
つ
一
函
費
生
活
を
送
り
だ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
石
油
の
国
際
価

格
の
値
上
が
り
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
備
畜
量
の
関
係
か
ら
三
月
以
降

に
は
灯
油
価
格
に
も
影
響
が
出
て
く
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

不
当
な
偲
栞
値
上
げ
な
ど
を
許
さ
な

い
た
め
に
も
、
市
民
み
ん
な
が
値
動
き

い
も
の
で
す
。

な
お
、
市
で
は
、
今
後
も
継
続
し
て

値
動
き
を
調
査
し
、
公
表
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
み

な
さ
ん
で
、
消
費
生
活
に
困
り
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
交
通
労
政
課

ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

学
校
給
食
用
物
資

納
入
業
者
の
登
録
受
付

宇
治
市
学
校
給
食
会
で
は
、
年
間
約

百
八
十
五
日
、
一
日
約
一
万
六
千
食
を

作
る
の
に
必
嬰
な
物
資
を
、
登
録
業
者

制
に
よ
る
品
目
別
入
札
方
法
で
購
入
し

て
い
ま
す
。

登
録
を
ご
希
望
の
業
者
の
方
は
、
二

月
一
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
に
、
市
教

育
委
・
員
会
内
に
あ
る
学
校
給
食
会
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
申
請
で
き
る
の
は
、
主

に
次
の
項
目
に
該
当
す
る
業
者
の
方
で

す
。

Ｈ
宇
治
市
内
、
ま
た
は
京
阪
神
地
域
内

に
営
業
所
が
あ
る
こ
と
。

『
相
当
の
資
本
で
経
営
さ
れ
、
相
当
額

の
販
売
実
績
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
。

凶
常
時
営
業
を
続
け
て
い
る
こ
と
。

圖
引
き
続
い
て
二
年
以
上
そ
の
営
業
に

従
事
し
て
い
る
こ
と
。

凶
納
税
義
務
を
履
行
し
て
い
る
こ
と
。

㈹
保
健
所
の
監
視
応
が
八
十
一
点
以
上

で
あ
る
こ
と
。

㈲
指
示
の
期
日
時
刻
、
指
定
の
場
所
に

物
資
納
入
が
で
き
る
こ
と
。
（
四
校

以
上
に
納
入
で
き
る
こ
と
）

（
学
校
教
育
課
）

告
知
板
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